
外濠水辺再生協議会は、千代田区・新宿区・港区の企業が集まり、外濠を
[都市空間] 経済的成長を成し遂げた利便性の高い空間
[自然空間] 多様な生物が生息し、四季を感じられる空間
[文化空間] 江戸城を中心とした歴史文化を感じられる空間
が調和する『憩いの場』として再生し、皆さんの日常に癒しと潤いを

もたらしたいと考え、主に以下に示す活動を行っています。

1. 濠の水質浄化や景観改善の提案
2. 外濠に関する情報発信
3. イベントの企画・開催

わたしたちは、『外濠水辺再生協議会』と申します
外濠水辺再生協議会
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協議会組織図

課題：アオコの発生と悪臭

外濠は水の流れが少な
く、雨水が流れ込むこと
でアオコが発生しやすく
なっています。放ってお
くと悪臭が出て、水や景
観が悪くなってしまいま
す。美しい外濠を取り戻
すため、対策が必要です。

きれいな水を外から流
し入れて、水のよどみを
防ぐ取り組みが進められ
ています。2019年から法
政大学と協力して効果を
調べ、東京都とも情報を
共有しています。

対策1：きれいな水を導水する

対策2：汚水の流入を防ぐ

大雨のときに汚れた雨
水が外濠に流れ込まない
対策をシミュレーション
し効果を確認しています。
東京都も、汚れた水を

一時的にためて後で処理
する「地下貯留管」の建
設を進めています。

外濠の水をきれいにす
るため、水草の働きに注
目しています。
調査で、弁慶濠に生え

ている「ホザキノフサ
モ」という水草がアオコ
を抑える効果があること
が分かりました。

対策3：水草の力を借りる

外濠の歴史と未来のために

外濠は長い歴史の中で東京の景観に
大きな存在感を示してきました。
外濠水辺再生協議会は、人々が憩い、
防災にも役立つ場となるよう活動を続
けています。
整備には時間がかかりますが、外濠

の魅力や活動内容を発信し、多くの人
に関心を持ってもらい、外濠の未来に
つなげていくことを目指しています。
外濠水辺再生協議会は，本年度でそ
の活動を休止しますが，今後は外濠市
民塾に合流し，その活動を継続してい
きます．

外濠水辺再協議会HP

詳しくは⇒
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外 濠 の 水 質 改 善 に 向 け た 調 査 ・ 検 討

外濠（市谷濠、新見附濠、牛込濠）の水質について

外濠（市谷濠、新見附濠、牛込濠）には、合流式下水道の仕
組み上、降雨時に生活排水が流れ込むため、夏にはアオコが発
生し、水面が緑色になり、においが気になることがあります。
このため、生活排水の流入を防ぐため、東京都では貯留管の

設置（右図参照）や、浄化用水の導入など、水質浄化対策が検
討されています。

水質改善効果シミュレーショの実施

平常時，堰を超えず，
下水処理場に豪雨時，下水

が外濠に流出

下水処理場へ
豪雨時に堰を越流
した下水を外濠に
流さず，貯留管へ

濠

法政大学デザイン工学部 鈴木善晴教授のご
協力のもと、他の水系からの導水や貯留管に
よる水質改善効果をシミュレーションしまし
た。貯留管でどれくらい下水の流入を抑える
か、また導水量の適切な値も検討しています。
右のグラフはその一例です。

無対策
下水流下量30%

導水量2,500m3/日
導水量3,000m3/日

導水量3,500m3/日
導水量4,000m3/日

詳しくは⇒

現地で水位変化を観測

シミュレーション精度向上のため、外濠の水の出入りを調べました。
晴天時の水位変化や蒸発量から水量を試算したところ、市谷濠は1日150～
470m³減少し、新見附濠は3,300～6,000m³増加していました。
市谷濠から新見附濠へ、地下を通って水が移動した可能性があります。

水位変化を観測している様子

詳しくは⇒

R4年土木学会全国大会発表

R5年土木学会全国大会発表
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江戸時代に繁茂していた水草の一例

サンショウモ

ハス

キカシグサ

ガマ オモダカ

ウナギツカミ

外 濠 の 濠 底 に 残 っ た 水 草 の 種 を 探 そ う ！
濠底に眠った水草で水をきれいにしたい

江戸時代の外濠には水草がたくさん生えていて、
水質も良かったそうです。
今の外濠の底泥には、その頃の水草の種が残って
いるかもしれません。
水草が復活すれば、水をきれいにしてくれます。
そこで、底泥を採取して、水草の種を探しました。

底泥採取状況 採取した底泥 発芽試験の様子

底泥を採取した後，発芽試験や種子分析，年代測定なども行いました。
水質浄化に役立つ植物の種子は見つかりませんでしたが、いろいろな植物の種子が見つかりました。こ

れらは、明るい場所に生息する植物で、外濠が昔から変わらないことを思わせます。

詳しくは
↓

R3年土木学会
全国大会発表

コラム：見つかった種子一覧

①古い時代
松林にコナラなどの広

葉樹が混在した開放的な
森林。林床には撹乱に強
い草本(イネ科,アカザ,バラ
科,キク科)が多い。

②古い時代
針葉樹と広葉樹が混在

する人工林。周辺には湿
地･草地･攪乱地に多いイネ
科,カヤツリグサ科,アブラ
ナ科,ヨモギが多い。

③縄文時代以降
針葉樹(モミ･松･杉)と広

葉樹(ケヤキ･サルナシ)が混

在する自然度の高い森林。
多様な草本(カタバミ･シソ･
キク科)が生育。
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コラム：外濠底泥の地質柱状図

底泥を採取・発芽試験の状況

マタタビ属

ゴマ

ナス科

キイチゴ属

カラムシ属

エノコログサ

ナス属

イヌビエ属

メヒシバ類

オランダイチゴ属

アカザ属

サナエタデ近似種

カタバミ属

セリ科

イヌコウジュ属

ケシ属

ナデシコ科

ケシ属

ミドリハコベ
近似種ナス科

スベリヒユ属

オヒシバ

ヌカスゲ類 1mm

注）①～③のイラストは、調査結果からのイメージを表現したものです。
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